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第３回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第３問⑵コ～セ

文章から必要な情報を読み取り数学化する問題で、各学力層で差がついた

第３問⑵ コ～セ

正解率 38.4％
SS65～70 98.4％
SS60～65 88.8％
SS55～60 62.8％
SS50～55 37.2％
SS45～50 18.6％

数学Ⅰ・Ａ

2022年度第３回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「数学Ⅰ・A」
受験者数： ２０６，０６２人
平均点： ５９．２点
標準偏差： ２０．５

【出典】 問題・集計結果データともに、2022年度「第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第３問⑵の［コ～セ］は、問題文で与えられた規則で太郎さんが散歩するとき、花
子さんの家に立ち寄る確率を求める問題です。日常生活の場面設定において、問
題文から必要な情報を読み取り数学的にとらえることを出題のねらいとしていて、
各学力層で差がつきました。
第３問は最短経路の場合の数や確率を求める問題ですが、⑵の［コ～セ］では、
与えられた規則から移動の仕方とその確率について状況を整理して、反復試行の
確率として立式できるかどうかが問われました。規則を正確に読み取る力が求めら
れていて、 SS60～65の学力層とSS50～55の学力層の正解率には51.6%という
大きな差がつきました。
規則が複数あるため、必要な情報を素早く読み取り正確に数学化できるかどうか
で差がついたと言えます。

共通テストでは、問題文で与えられた情報と知識を関連づける力、必要な情報を
正確に素早く読み取る力が問われます。特に、この問題のように日常生活の場面設
定の問題では、状況を整理し、数学化して考察する力がポイントになります。
本番までの演習においては、文章から必要な条件を読み取る問題や日常生活の
場面設定の問題などに積極的に取り組み、読解力や数学化する力を強化していく
ことが大切になります。
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文章から必要な情報を読み取り数学化する問題で、各学力層で差がついた
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